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は
じ
め
に

　

２
０
１
０
年
10
月
の
第
17
期
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会

第
５
回
総
会
（
17
期
５
総
会
、
以
下
同
）
で
習
近
平
政
治

局
常
務
委
員（
党
内
序
列
６
位
）が
中
央
軍
事
委
員
会（
中

央
軍
委
）
副
主
席
に
増
補
さ
れ
た
が
、
こ
れ
で
２
０
１
２

年
の
第
18
期
党
大
会
で
ト
ッ
プ
指
導
者
へ
の
選
出
が
確
定

し
た
と
観
測
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
政
権
ト
ッ
プ
に
就

く
条
件
は
軍
権
掌
握
が
不
可
欠
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
れ
は
中
国
で
は
解
放
軍
が
共
産
党
に
次
ぐ
強
大
な
権

力
機
構
で
あ
り
、「
党
の
柱
石
」
と
し
て
共
産
党
独
裁
体
制

に
は
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

中
国
で
は
、
１
９
４
９
年
に
革
命
戦
争
に
勝
利
し
て
今

（1）

日
の
中
華
人
民
共
和
国
（
中
国
）
が
成
立
し
た
が
、
毛
沢

東
が
「
政
権
は
銃
口
か
ら
生
ま
れ
る
」
と
し
た
よ
う
に
国

共
内
戦
の
勝
利
が
建
国
に
つ
な
が
っ
た
国
で
あ
る
。

　

今
日
、
海
軍
力
の
強
化
に
伴
っ
て
海
洋
進
出
を
活
発
化

さ
せ
、
関
係
国
と
摩
擦
を
多
発
さ
せ
て
い
る
が
、
強
化
さ

れ
た
軍
事
力
を
中
国
共
産
党
（
党
）
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
軍
隊
と
い
う
強
大
な
武

装
集
団
を
政
治
が
ど
う
制
御
す
る
か
は
、
国
民
国
家
成
立

後
、
大
き
な
政
治
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
民
主
国
家
で
は

政
治
優
位
の
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
原
則
で
軍
隊

管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

　

中
国
で
は
共
産
党
独
裁
の
政
治
体
制
に
あ
っ
て
、
共
産

党
政
権
と
そ
れ
を
支
え
る
強
権
力
と
し
て
の
軍
隊
と
の
関

中
国
に
お
け
る
党
軍
関
係

拓
殖
大
学
名
誉
教
授  

茅
原 

郁
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係
と
い
う
特
性
が
あ
る
。
そ
の
党
軍
関
係
は
「
党
が
鉄
砲

を
指
揮
す
る
」
原
則
が
確
立
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
党
と

軍
が
相
互
依
存
を
深
め
る
中
の
主
従
関
係
に
あ
っ
て
党
軍

関
係
に
は
不
安
定
性
も
残
し
て
い
る
。

　

ア
ヘ
ン
戦
争
以
来
、
近
代
史
で
半
植
民
地
化
さ
れ
た
屈

辱
の
歴
史
体
験
か
ら
中
国
は
力
を
信
奉
す
る
安
全
保
障
観

を
持
っ
て
お
り
、
力
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
解
放
軍
の
存

在
は
重
い
。
政
治
性
を
強
め
、
強
大
化
し
た
軍
を
党
は
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
か
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
と
そ
こ
に
内

在
す
る
課
題
の
解
明
が
問
題
意
識
と
し
て
浮
上
す
る
。

　

本
稿
の
構
成
は
、
ま
ず
中
国
に
お
け
る
建
軍
の
経
緯
と

解
放
軍
の
特
性
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
、「
党
が
鉄
砲
を
指

揮
す
る
」
シ
ス
テ
ム
と
し
て
国
家
中
央
軍
事
委
員
会
の
成

立
や
そ
の
実
態
を
分
析
す
る
。
次
い
で
党
の
軍
に
対
す
る

組
織
的
な
指
揮
、
指
導
の
仕
組
み
を
検
討
し
、
中
国
の
党

軍
関
係
が
抱
え
る
問
題
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上

で
、
党
・
軍
指
導
者
と
も
に
世
代
交
代
す
る
中
で
中
国
の

党
軍
関
係
が
抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

中
国
に
お
け
る
軍
事
力
の
特
性

　

中
国
で
は
辛
亥
革
命
の
10
年
後
に
共
産
党
が
成
立
し
、

１
９
２
７
年
８
月
１
日
に
は
朱
徳
ら
が
指
導
す
る
３
万
人

が
南
昌
に
お
い
て
武
装
蜂
起
し
て
共
産
党
軍
（
軍
）
の
誕

生
と
な
っ
た
。
同
年
秋
に
は
毛
沢
東
ら
に
よ
る
秋
収
暴
動

な
ど
も
続
い
て
国
民
党
軍
と
共
産
党
革
命
軍
の
内
戦
（
国

共
内
戦
）
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

１
９
３
７
年
の
盧
溝
橋
事
件
を
契
機
に
日
中
戦
争
が
勃

発
し
た
が
、
国
共
合
作
が
成
立
し
、
共
産
党
軍
は
新
四
軍
、

八
路
軍
に
再
編
さ
れ
、
抗
日
戦
に
参
加
し
た
。
１
９
４
５

年
に
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
無
条
件
降
伏
し

た
後
の
１
９
４
６
年
７
月
に
国
共
内
戦
は
再
発
し
た
。

　

内
戦
の
激
化
に
伴
い
１
９
４
７
年
10
月
か
ら
共
産
軍
は

人
民
解
放
軍
（
解
放
軍
）
と
名
乗
る
よ
う
に
な
り
、
中
国

に
お
け
る
共
産
革
命
の
成
功
は
党
軍
一
体
と
な
っ
て
成
し

遂
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
か
ら
解
放
軍
の
位
置
付
け
は
革
命

を
成
功
に
導
い
た
建
国
の
功
労
者
と
さ
れ
、
新
政
権
を
支

え
る
強
権
力
と
な
っ
た
。

　

建
国
後
、
解
放
軍
は
革
命
軍
か
ら
一
転
し
て
国
防
軍
に

（2）
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変
身
し
、
ソ
連
を
模
倣
し
た
国
防
近
代
化
は
編
制
・
装
備

を
整
頓
と
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
軍
の
統
率
機
関

と
し
て
、共
産
党
中
央
部
に
「
中
央
軍
事
委
員
会
」
が
、国

務
院
（
内
閣
）
に
「
国
防
部
」
が
設
立
さ
れ
、
国
防
軍
に

ふ
さ
わ
し
い
正
規
軍
化
が
試
み
ら
れ
た
。

　

同
時
に
解
放
軍
は
党
軍
で
も
あ
っ
て
国
内
安
定
の
政
権

の
基
盤
を
担
い
、
政
治
工
作
に
参
加
す
る
と
と
も
に
共
産

党
統
治
の
求
心
力
を
助
け
、
辺
境
地
区
の
少
数
民
族
分
裂

を
阻
止
す
る
接
着
剤
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　

実
際
、
１
９
６
０
年
代
半
ば
か
ら
中
国
で
は
文
化
大
革

命
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
、
既
存
の
統
治
機
構
や
社
会
秩
序
が

破
壊
さ
れ
る
よ
う
な
国
内
混
乱
状
態
が
約
10
年
間
続
い
た

が
、
こ
れ
を
収
拾
し
た
の
は
解
放
軍
で
あ
っ
た
。
１
９
６

７
年
に
発
動
さ
れ
た
「
三
支
両
軍
」
任
務
に
応
じ
て
軍
は

混
乱
し
た
国
家
組
織
や
党
の
機
能
自
体
も
回
復
す
る
活
動

を
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

１
９
７
０
年
末
か
ら
鄧
小
平
主
導
の
改
革
・
開
放
時
代

が
幕
を
開
け
、
解
放
軍
の
役
割
は
国
際
的
な
任
務
な
ど
多

様
化
し
て
党
軍
か
ら
国
家
の
軍
隊
化
の
試
み
が
な
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
軍
歴
も
軍
功
も
な
い
第
３
世
代
の
ト
ッ
プ
指

（3）

（4）

導
者
に
統
帥
権
が
移
譲
さ
れ
る
中
、
中
国
を
取
り
巻
く
安

全
保
障
環
境
を
楽
観
で
き
な
い
ま
ま
、
党
軍
関
係
は
新
た

な
問
題
を
抱
え
て
き
た
。

軍
の
統
帥
権
シ
ス
テ
ム

党
の
軍
に
対
す
る
絶
対
指
導
の
原
則

　

中
国
の
強
大
な
武
装
集
団
を
党
政
権
は
ど
の
よ
う
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
か
、
そ
の
党
軍
関
係
に
は
、「
党
が

軍
を
完
全
か
つ
無
条
件
に
統
一
指
導
す
る
」
と
い
う
建
軍

以
来
の
伝
統
的
体
制
、
理
念
が
貫
か
れ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
中
国
の
共
産
党
規
約
に
「
中
国
共
産
党
は
人
民
解
放

軍
お
よ
び
そ
の
他
の
武
装
力
に
対
す
る
指
導
を
堅
持
す

る
」（
総
説
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
防
法
（
１
９
９
７
年
3
月
1
日
施
行
）
で
は

「
軍
は
中
国
共
産
党
の
指
導
を
受
け
る
」（
19
条
）
と
規
定

さ
れ
、
政
治
工
作
条
例
に
も
「
解
放
軍
は
中
国
共
産
党
の

絶
対
指
導
下
に
お
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
最
高
指

導
権
は
党
中
央
委
員
会
お
よ
び
党
中
央
軍
事
委
員
会
に
属

す
る
」
な
ど
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
法
制
上
か
ら
も
、
実
質
的
に
武
装
力
を
統
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帥
す
る
最
高
指
揮
権
が
中
国
共
産
党
に
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
毛
沢
東
は
「
党
が
鉄
砲
（
軍
隊
）
を
指
揮
す
る
の
で

あ
っ
て
、
鉄
砲
が
党
を
指
揮
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、

党
と
軍
の
指
揮
関
係
の
徹
底
を
期
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う

な「
党
の
軍
に
対
す
る
絶
対
指
導
」は
ソ
連
赤
軍
の
コ
ミ
ッ

サ
ー
ル
制
を
も
と
に
導
入
さ
れ
た
制
度
で
、
解
放
軍
が
革

命
戦
争
お
よ
び
抗
日
戦
争
を
戦
う
中
で
逐
次
制
度
化
が
定

着
し
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
（
中
央
軍
委
）
が
統
帥
権
の

根
源
と
さ
れ
た
。

　

軍
の
統
帥
権
を
握
る
党
中
央
軍
委
の
前
身
は
１
９
２
６

年
に
設
置
さ
れ
た
「
党
中
央
軍
事
部
」
で
あ
り
、
党
の
最

高
軍
事
指
導
機
関
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
「
中
央
革
命
軍

事
委
員
会
」
な
ど
に
名
称
を
変
え
な
が
ら
曲
折
を
経
た
が
、

１
９
５
４
年
に
国
防
部
の
新
設
と
と
も
に
党
中
央
軍
委
が

復
活
し
た
。

国
家
中
央
軍
事
委
員
会
（
国
家
中
央
軍
委
）
の
誕
生

　
「
国
家
中
央
軍
委
」は
１
９
８
２
年
憲
法
に
お
い
て
国
家

の
国
防
指
導
体
制
の
改
革
に
伴
い
新
た
に
設
置
さ
れ
、
図

１
（
75
頁
）
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
る
。
同
憲
法
で
は
、

（5）

「（
国
家
）
中
央
軍
委
は
全
国
の
武
装
力
を
指
導
す
る
」（
93

条
）
と
規
定
さ
れ
、
国
家
が
解
放
軍
の
み
な
ら
ず
民
兵
や

武
装
警
察
部
隊
の
よ
う
に
国
民
生
活
に
関
係
の
深
い
武
装

力
の
管
理
を
担
任
す
る
制
度
が
確
立
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
「
国
家
中
央
軍
委
」
の
新
設
は
軍
に
対
す
る
指
導
機
構

を
国
家
機
構
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
解
放
軍
を

国
家
の
統
制
下
に
置
く
狙
い
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
で
国
家
中
央
軍
委
は
国
務
院
、最
高
人
民
法
院
、最

高
人
民
検
察
院
と
並
ぶ
最
高
国
家
機
構
の
一
つ
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
独
立
し
て
全
国
の
武
装
力
の
統
帥
を
担
う
機
構

に
位
置
付
け
ら
れ
、
広
範
な
職
権
が
与
え
ら
れ
た
。
国
家

中
央
軍
委
主
席
は
全
人
代
で
選
出
さ
れ
、
副
主
席
そ
の
他

の
委
員
は
主
席
の
指
名
に
基
づ
き
全
人
代
ま
た
は
常
務
委

員
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
主
席
責
任
制
と
な
っ
て
い
る
。

共
産
党
・
国
家
中
央
軍
委
の
関
係

　

１
９
８
２
年
の
憲
法
制
定
に
伴
い
、
国
家
中
央
軍
委
が

設
け
ら
れ
た
が
、「
党
中
央
軍
委
」
は
消
滅
せ
ず
に
そ
の
ま

ま
存
続
さ
れ
、
組
織
的
に
は
党
中
央
軍
委
と
国
家
中
央
軍

委
の
２
本
立
て
と
な
っ
た
。
し
か
し
両
中
央
軍
事
委
員
会

（6）
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の
職
責
は
共
に
全
国
武
装
力
に
対
す
る
統
一
的
な
執
権
が

明
記
さ
れ
て
お
り
、
軍
に
対
す
る
統
一
指
揮
に
問
題
が
生

じ
て
き
た
。

　

し
か
し
党
・
国
家
軍
委
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
選
出
方

式
が
異
な
る
も
の
の
構
成
員
は
同
じ
で
あ
り
、
実
態
は
二

つ
の
看
板
を
掲
げ
た
一
つ
の
指
揮
機
構
で
あ
っ
て
、
現
実

的
に
は
統
帥
の
一
本
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
中
央
軍
委
の

メ
ン
バ
ー
は
１
人
の
主
席
と
２
、
３
人
の
副
主
席
お
よ
び

そ
の
他
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
、
任
期
は
５
年
で
再
任
が

可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
中
央
軍
委
主
席
は
軍
統
率
の
根
源

で
あ
り
、
国
家
主
席
、
党
総
書
記
と
並
ぶ
最
重
要
ポ
ス
ト

で
あ
る
。
建
国
以
来
軍
権
を
掌
握
で
き
た
の
は
こ
れ
ま
で

毛
沢
東
、
華
国
鋒
、
鄧
小
平
、
江
沢
民
、
胡
錦
濤
の
５
人

に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
江
沢
民
以
降
は
、
中
央
軍
事
委
員

会
主
席
の
ポ
ス
ト
は
総
書
記
お
よ
び
国
家
主
席
の
要
職
と

兼
務
し
て
党
・
国
家
と
と
も
に
軍
統
帥
権
を
一
手
に
掌
握

す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
き
た
。

　

中
央
軍
事
委
の
メ
ン
バ
ー
は
、
か
つ
て
は
主
席
の
下
に
、

軍
長
老
、
国
防
部
長
お
よ
び
各
総
部
の
長
ら
の
軍
人
最
高

幹
部
が
副
主
席
や
委
員
と
し
て
就
任
し
て
き
た
。
17
期
５

総
会
ま
で
は
表
１
（
77
頁
）
の
よ
う
に
、
制
服
ト
ッ
プ
の

２
人
の
上
将
（
党
中
央
政
治
局
員
）
が
副
主
席
に
専
任
し

て
き
た
が
、
今
回
、
習
近
平
が
そ
の
上
位
の
副
主
席
と
し

て
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
委
員
は
従
来
の
総
参
謀
長
、

総
政
治
部
主
任
、
総
後
勤
部
長
、
総
装
備
部
長
の
四
総
部

の
長
に
加
え
て
海
・
空
軍
、
第
二
砲
兵
の
各
司
令
員
３
人

が
加
わ
る
７
人
体
制
に
な
っ
て
お
り
、
中
央
軍
委
の
構
成

員
は
11
人
へ
と
拡
大
し
た
。

「
党
が
軍
を
指
揮
す
る
」
の
実
態

党
優
位
の
制
度
と
党
・
軍
間
の
相
互
依
存

　

中
央
軍
委
の
メ
ン
バ
ー
選
抜
に
当
た
っ
て
は
、ま
ず「
党

中
央
軍
委
」メ
ン
バ
ー
か
ら
先
決
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、主

席
に
党
ト
ッ
プ
の
総
書
記
が
就
く
ほ
か
、
副
主
席
は
政
治

局
員
、
委
員
は
党
中
央
委
員
な
ど
党
役
職
が
任
命
の
建
前

に
な
っ
て
お
り
、
総
参
謀
長
な
ど
総
部
の
長
の
職
制
や
階

級
で
は
な
い
。
ま
た
「
国
家
中
央
軍
委
」
メ
ン
バ
ー
の
選

出
は
、中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
総
会
で
決
定
さ
れ
た「
党

中
央
軍
委
」
メ
ン
バ
ー
を
、
そ
の
翌
春
の
全
人
代
で
「
国

家
中
央
軍
委
」
メ
ン
バ
ー
と
し
て
選
出
・
承
認
す
る
な
ど
、

（7）
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図 1　中国人民解放軍の組織・指揮系統図

人民解放軍総部

総政治部 総参謀部 総後勤部 総装備部

国務院（内閣）

国防部（省） 公安部（省）

省級
人民政府

郷・鎮
（町村）
人民政府

市・県
（郡）級
人民政府

全国人民代表大会

人民武装警察部隊

国家主席党中央政治局

軍区司令部（7個）

省軍区司令部

党中央委員会

党大会

軍
区
空
軍
（
７
個
）

第
二
砲
兵
司
令
部

ミ
サ
イ
ル
軍
（
６
個
）

直
轄
部
隊
（
国
防
大
学
等
）

軍
事
工
業
集
団
公
司

国
防
科
工
委

艦
隊
（
北
海
、
東
海
、
南
海
3
個
艦
隊
）

空
軍
司
令
部

直
轄
部
隊

総　
　

隊

支
隊
（
大
隊
・
中
隊
）

専
業
総
隊

辺
防
総
隊

辺
防
部
隊

森
林
部
隊

分
隊

辺
防
部
隊

黄
金
部
隊

水
電
部
隊

交
通
部
隊

消
防
部
隊

合
成
集
団
軍

予
備
役
師
団

師
団
等

兵
役
機
関

航
空
部
隊

空
挺
軍

海
軍
司
令
部

北京 済南

蘭州 瀋陽

成都 南京

広州

軍分区

人民
武装部

人民
武装部 民兵

２本足 戦略核部隊 通常戦部隊
４軍種 核ミサイル 空軍 海軍 陸軍
３結合 人民解放軍 地方軍 民兵

中国の武装力
凡例：
 　　　  指揮系統　 　　　  限定指揮・指令系統　  指揮・選出系統　 　　　  行政指令系統

〈資料〉 茅原郁生著「近くて遠い隣国・中国事情その６　軍事」、『防衛施設と技術』防衛技術施設協会
1997.10、『世界軍事年鑑』中国軍事科学院、『ミリタリ・バランス［2000 ／ 2001 年］』、『中国兵役
法』などから作成（茅原郁生）

数個 数個

10 個

31 個

軍事力統帥の根源（党規約及び憲法）

党中央軍事委員会 国家中央軍事委員会
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党
の
決
定
の
追
認
と
い
う
手
続
き
に
過
ぎ
な
い
。「
国
家
中

央
軍
委
の
実
態
は
共
産
党
の
軍
事
委
員
会
で
あ
る
」
と
言

わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

ま
た
、
党
優
位
の
原
則
を
国
防
法
で
は
「
中
華
人
民
共

和
国
の
武
装
力
は
中
国
共
産
党
の
指
導
を
受
け
る
。
武
装

力
中
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
組
織
は
中
国
共
産
党
規
約

に
基
づ
き
、活
動
を
行
う
」（
国
防
法
第
19
条
）
と
国
家
の

法
律
で
保
障
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
党
軍
関
係
で
は
党
優
位
の
確
保
の
見
返
り
と
し

て
軍
人
の
処
遇
な
ど
で
は
格
別
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
き
た
。

党
側
に
は
軍
人
の
忠
誠
を
つ
な
ぎ
止
め
る
必
要
が
あ
り
、

軍
と
党
を
直
結
す
る
こ
と
で
特
権
を
与
え
て
い
る
。
実
際
、

軍
人
の
共
産
党
員
や
党
役
職
へ
の
登
用
は
優
先
さ
れ
て
お

り
、
結
果
と
し
て
共
産
党
の
最
高
権
力
機
関
で
あ
る
中
央

委
員
へ
の
選
出
も
17
期
党
大
会
で
は
国
務
院
に
次
い
で
多

く
、
軍
人
が
43
人
で
あ
っ
た
。
13
億
国
民
に
対
す
る
党
中

央
委
員
は
２
０
３
人
（
国
民
６
５
０
万
人
に
１
人
）
で
あ

る
の
に
、
軍
人
中
央
委
員
の
数
は
全
軍
２
３
０
万
人
に
対

し
て
43
名
と
（
軍
人
５
・
３
万
人
に
１
人
の
割
合
）
と
１

２
０
倍
も
高
い
比
率
の
優
遇
が
そ
の
証
左
で
あ
る
。

地
方
の
各
級
部
隊
党
委
員
会
制
度

　

党
優
位
の
担
保
措
置
と
し
て
、
党
は
、
中
央
軍
委
の
外

に
軍
内
の
各
級
機
関
ご
と
に
党
委
員
会
組
織
を
設
立
し
て

い
る
。
軍
区
・
艦
隊
・
軍
区
空
軍
か
ら
師
団
レ
ベ
ル
ま
で

の
司
令
部
に
は
政
治
部
が
、
旅
団
か
ら
連
隊
レ
ベ
ル
に
お

い
て
は
政
治
処
等
の
党
機
関
が
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
党

委
員
会
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
党
機
関
を
通
じ
て
中
国
共
産
党
の
路
線
・
方
針

の
伝
達
、思
想
教
育
の
実
施
・
監
督
が
行
わ
れ
て
い
る
。
連

隊
以
上
の
部
隊
の
党
委
員
会
に
は
書
記
、
副
書
記
の
他
に

複
数
の
常
務
委
員
が
指
名
さ
れ
、
当
該
部
隊
、
機
関
の
最

高
の
意
思
決
定
機
関
と
さ
れ
、
指
導
機
関
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
軍
内
に
は
中
隊
ま
た
は
そ
れ
に
該
当
す
る
単

位
が
基
層
組
織
と
な
っ
て
党
支
部
が
設
置
さ
れ
、
領
導
と

団
結
の
核
心
と
さ
れ
て
い
る
。

軍
内
二
元
指
揮
制
度

　

日
常
的
な
部
隊
行
動
へ
の
党
か
ら
の
指
導
を
徹
底
す
る

た
め
に
各
級
部
隊
に
は
政
治
委
員
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
は

軍
内
の
二
元
指
揮
制
度
で
、
軍
令
面
で
の
軍
事
指
揮
官
の

（8）

（9）

（10）
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⑴ 第 16 期中央軍委メンバー

2002.11 ～ 04.9 主　席 江沢民

04.9 ～ 07.10 主　席 胡錦濤 2005.3 ～国家中央軍委主席

02.11 ～ 04.9 副主席 胡錦濤 02.11 ～総書記

02.11 ～ 07.10 副主席 郭伯雄 上将 02.11 ～政治局委員

02.11 ～ 07.10 副主席 曹剛川 上将 02.11 ～政治局委員

04.9 ～ 07.10 副主席 徐才厚 上将 04.9 ～中央書記

02.11 ～ 04.9 委　員 徐才厚 上将 02.11 ～総政治部主任

02.11 ～ 07.10 委　員 梁光烈 上将 02.11 ～総参謀長

02.11 ～ 07.10 委　員 李継耐 上将 02.11 ～総装備部部長

02.11 ～ 07.10 委　員 廖錫龍 上将 02.11 ～総後勤部部長

04.9 ～ 07.10 委　員 陳炳徳 上将 04.9 ～総装備部部長

04.9 ～ 07.10 委　員 喬清晨 空軍上将 04.9 ～空軍司令員

04.9 ～ 06.8 委　員 張定発 海軍上将 04.9 ～海軍司令員

04.9 ～ 07.10 委　員 靖志遠 上将 04.9 ～第二砲兵司令員

⑵ 第 17 期中央軍委メンバー

07.10 ～ 主　席 胡錦濤 国家主席 07.10 ～総書記

10.10 ～ 副主席 習近平 国家副主席 07.10 ～政治局常務委員

07.10 ～ 副主席 郭伯雄 上将 07.10 ～政治局委員

07.10 ～ 副主席 徐才厚 上将 07.10 ～政治局委員

07.10 ～ 委　員 梁光烈 上将 07.10 ～国務委員・国防部長

07.10 ～ 委　員 陳炳徳 上将 07.10 ～総参謀長

07.10 ～ 委　員 李継耐 上将 07.10 ～総政治部主任

07.10 ～ 委　員 廖錫龍 上将 07.10 ～総後勤部部長

07.10 ～ 委　員 常万全 上将 07.10 ～総装備部部長

07.10 ～ 委　員 靖志遠 上将 07.10 ～第二砲兵司令員

07.10 ～ 委　員 呉勝利 海軍上将 07.10 ～海軍司令員

表１：近年の中央軍事委員会名簿
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ほ
か
に
党
の
指
令
を
伝
達
し
、
軍
内
の
監
視
・
監
督
任
務

を
有
す
る
政
治
委
員
と
呼
ば
れ
る
政
治
将
校
が
配
置
さ
れ

る
制
度
で
あ
る
。
指
揮
官
と
政
治
委
員
は
同
格
で
前
者
が

軍
事
工
作
方
面
、
後
者
が
政
治
工
作
方
面
に
つ
い
て
最
終

責
任
を
持
つ
と
い
う
責
任
分
担
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
作
戦
命
令
な
ど
は
政
治
委
員
の
連
署
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
解
放
軍
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
に
お
い
て
、
隊
列
を

指
揮
す
る
指
揮
官
が
先
頭
に
２
人
い
る
の
は
こ
の
た
め
で

あ
る
。

　

ま
た
、
各
級
の
軍
党
委
員
会
や
支
部
で
は
、
実
権
を
握

る
党
書
記
に
は
政
治
委
員
が
、
副
書
記
に
は
指
揮
官
が
就

く
の
を
例
と
し
て
お
り
、
政
治
委
員
を
優
位
に
お
く
こ
と

に
よ
り
党
の
軍
隊
に
対
す
る
絶
対
指
導
を
保
障
し
て
い
る
。

　

軍
の
二
元
指
揮
制
度
は
か
つ
て
ソ
連
が
革
命
成
功
後
に

旧
帝
政
軍
隊
を
赤
軍
に
衣
が
え
す
る
に
当
た
っ
て
、
共
産

党
へ
の
忠
誠
を
監
視
で
き
る
よ
う
に
作
っ
た
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
軍
の
独
走
お
よ
び
暴

発
を
阻
止
し
「
党
の
軍
に
対
す
る
絶
対
指
導
」
を
担
保
す

る
に
は
有
効
な
制
度
で
あ
っ
た
が
、
今
日
の
世
界
的
な
軍

事
革
命
が
進
展
す
る
趨
勢
に
あ
っ
て
、
作
戦
ス
ピ
ー
ド
が

求
め
ら
れ
る
軽
快
で
機
敏
な
指
揮
に
は
ほ
ど
遠
い
シ
ス
テ

ム
と
言
え
よ
う
。

新
時
代
に
抱
え
る
中
国
の
党
軍
関
係
の
問
題

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
で
は
武
装
力
に
対

す
る
党
の
優
位
性
確
保
の
管
理
監
督
組
織
は
中
央
か
ら
末

端
部
隊
ま
で
確
立
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
世
界
で
の
軍
事

革
命
の
進
展
や
党
の
指
導
者
の
世
代
交
代
な
ど
の
影
響
を

受
け
て
、
幾
つ
か
の
問
題
が
生
起
し
て
い
る
。

統
帥
権
の
独
立
の
問
題

　

ま
ず
、
軍
の
統
帥
権
は
中
央
軍
委
を
根
源
と
し
て
お
り
、

図
１
の
よ
う
に
国
家
や
共
産
党
か
ら
統
帥
権
が
独
立
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
現
実
に
は
中
央
軍
委
主
席
は
、
共
産
党

の
ト
ッ
プ
（
総
書
記
）
と
、
行
政
部
門
の
ト
ッ
プ
（
国
家

主
席
）
を
兼
ね
る
こ
と
で
、
党
、
国
家
、
軍
の
３
権
を
一

手
に
掌
握
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
憲
法
が
制
定
す
る
ほ
か
の
国
家
権
力
機
関
と

の
バ
ラ
ン
ス
上
で
問
題
も
多
い
。
軍
事
と
い
う
国
家
行
政

機
能
が
、
外
交
、
内
政
、
さ
ら
に
財
政
な
ど
の
内
閣
機
能
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か
ら
独
立
的
に
機
能
す
る
こ
と
の
問
題
が
あ
る
。

　

ま
た
、
国
家
権
力
の
分
立
が
な
い
ま
ま
全
人
代
に
よ
っ

て
裁
判
所
な
ど
の
立
法
・
司
法
権
か
ら
の
牽
制
も
利
か
な

い
状
態
で
統
帥
権
の
独
立
が
許
さ
れ
る
こ
と
の
問
題
で
あ

る
。
党
側
か
ら
す
れ
ば
統
帥
権
の
独
立
で
も
党
軍
と
し
て

指
令
や
監
督
を
実
行
で
き
て
い
る
が
、
組
織
的
に
は
、
後

に
述
べ
る
軍
の
ジ
レ
ン
マ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

二
つ
の
最
高
統
帥
機
構
の
問
題

　

ま
ず
、
統
帥
の
根
源
に
国
家
軍
委
と
党
軍
委
の
２
人
の

主
席
が
い
る
問
題
で
あ
る
。
中
国
は
形
式
上
、
統
帥
権
を

握
る
党
・
国
家
中
央
軍
事
委
員
会
が
二
つ
あ
っ
て
も
両
統

帥
機
関
の
メ
ン
バ
ー
が
同
一
構
成
員
で
あ
る
こ
と
で
、
実

際
に
は
一
元
化
が
図
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
主
席
責
任
制
に
あ
っ
て
、
軍
統
帥
の
頂
点
に
あ

る
軍
委
主
席
の
任
期
の
ズ
レ
に
よ
っ
て
は
２
人
の
主
席
が

存
在
す
る
矛
盾
が
生
じ
る
。
実
際
、
表
1
の
⑴
の
よ
う
に

江
沢
民
が
２
０
０
４
年
の
16
期
４
中
全
会
で
「
党
中
央
軍

委
」
主
席
か
ら
外
れ
、
胡
錦
濤
が
そ
の
任
に
就
い
た
。
し

か
し
翌
２
０
０
５
年
春
の
全
人
代
ま
で
江
沢
民
は
「
国
家

中
央
軍
委
」
主
席
の
地
位
に
居
座
っ
て
お
り
、
そ
の
約
半

年
間
、
中
国
に
は
「
党
中
央
軍
委
」
主
席
と
「
国
家
中
央

軍
委
」
主
席
の
２
人
が
在
位
す
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し

た
。

　

法
制
的
に
党
・
国
家
中
央
軍
委
の
一
元
化
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
か
ら
も
、
武
装
力
に
対
す
る
統
帥
権
の
二
元
化

が
現
実
に
生
起
す
る
と
い
う
危
険
性
を
見
せ
つ
け
た
。

党
内
序
列
上
か
ら
の
矛
盾
の
内
包

　

形
式
上
、
軍
統
帥
権
が
共
産
党
か
ら
独
立
し
て
い
る
組

織
形
態
に
あ
っ
て
、
党
中
央
委
員
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
中

央
軍
委
員
は
党
中
央
委
員
以
上
の
党
役
職
に
あ
る
。
し
か

し
２
０
０
２
年
11
月
の
党
16
期
１
中
全
会
で
党
総
書
記
と

国
家
主
席
か
ら
退
任
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
江
沢
民
は

「（
党
･
国
家
）
中
央
軍
委
」
主
席
に
留
任
し
、
党
総
書
記

お
よ
び
国
家
主
席
に
選
出
さ
れ
た
胡
錦
濤
が
「（
党
・
国

家
）
中
央
軍
委
」
の
副
主
席
に
と
ど
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、一

党
員
と
な
っ
た
江
沢
民
が
「
中
央
軍
委
」
の
序
列
に
お
い

て
は
党
・
国
家
の
最
高
位
で
あ
る
胡
錦
濤
や
軍
委
委
員
で
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あ
る
中
央
委
員
の
上
位
に
就
く
と
い
う
異
例
の
状
況
が
続

き
、
党
内
秩
序
に
例
外
を
作
る
と
い
う
悪
弊
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

胡
錦
濤
が
中
央
軍
委
主
席
に
就
く
ま
で
の
２
年
間
に
わ

た
り
、
党
・
国
家
の
序
列
と
軍
内
の
序
列
が
一
致
し
な
い

と
い
う
独
裁
統
治
体
制
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
を
露
呈
し

て
い
た
。
そ
れ
は
先
ほ
ど
見
た
、
統
帥
権
の
独
立
の
問
題

に
も
関
連
し
て
く
る
。
２
０
１
２
年
の
18
期
党
大
会
後
に

胡
錦
濤
が
前
例
に
倣
っ
て
軍
委
主
席
を
継
続
す
れ
ば
、
同

じ
問
題
が
反
復
さ
れ
よ
う
。

軍
事
革
命
が
進
む
中
の
軍
の
ジ
レ
ン
マ

　

軍
に
対
す
る
党
優
位
を
担
保
す
る
措
置
と
し
て
、
各
級

軍
内
の
党
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
日
常
工
作
の
た
め

に
政
治
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
元
指
揮

化
の
問
題
は
作
戦
行
動
の
非
効
率
性
だ
け
で
な
く
、
ス

ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
る
現
代
戦
へ
の
対
応
に
問
題
を
残
す

可
能
性
が
あ
る
。
軍
事
革
命
は
新
戦
争
様
相
を
呈
し
、
作

戦
運
用
に
当
た
る
指
揮
組
織
の
簡
潔
化
と
ス
ピ
ー
ド
の
あ

る
決
断
と
命
令
が
必
要
と
さ
れ
る
。
軍
の
指
揮
系
統
に
党

が
介
入
す
る
二
元
指
揮
の
下
で
は
現
代
戦
の
遂
行
は
困
難

に
な
る
。

　

次
の
問
題
と
し
て
、
党
の
柱
石
機
能
を
主
と
し
て
担
う

軍
区
制
度
も
、
鈍
重
な
中
間
司
令
部
と
し
て
現
代
戦
の
運

用
の
阻
害
要
因
と
な
ろ
う
。
実
際
、
軍
区
は
有
事
に
は
戦

区
と
な
っ
て
統
合
運
用
が
出
来
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
統
合
運
用
が
常
態
化
す
る
趨
勢
に
あ
っ
て
、
陸

軍
の
既
得
権
益
を
代
表
す
る
軍
区
組
織
が
軍
種
の
垣
根
を

超
え
て
ス
ピ
ー
ド
あ
る
最
適
、
最
効
率
の
作
戦
運
用
と
指

揮
が
出
来
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
残
し
て
い
る
。

中
央
軍
事
委
員
会
構
成
員
の
素
質
と
比
率
の
問
題

　

軍
委
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
は
主
席
が
党
を
代
表
す
る
い

わ
ゆ
る
唯
一
の
シ
ビ
リ
ア
ン
（
文
民
）
で
あ
る
が
、
副
主

席
以
下
の
委
員
全
員
が
上
将
の
階
級
を
持
つ
軍
人
と
い
う

制
度
上
の
問
題
が
あ
る
。

　

党
の
立
場
か
ら
は
、
軍
委
副
主
席
は
一
般
に
党
中
央
政

治
局
員
に
、
他
の
委
員
も
そ
の
職
責
か
ら
ほ
と
ん
ど
が
党

中
央
委
員
の
職
責
を
担
っ
て
は
い
る
。
従
っ
て
、
党
の
役

職
か
ら
す
れ
ば
、
中
央
軍
委
は
総
書
記
を
頭
に
政
治
局
委

（11）



｜中国における党軍関係81

特集１　隣国 中国との共生を考える

員
、
中
央
委
員
の
統
帥
機
構
と
な
る
。
し
か
し
そ
の
実
態

は
、
副
主
席
以
下
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
将
軍
で
あ

り
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
に
内
政
や
外
交
、
さ
ら
に
は
経
済
運

営
や
財
務
の
経
歴
は
ほ
と
ん
ど
な
い
に
等
し
い
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
将
軍
は
、
心
理
的
に
は
戦
闘
員
で
あ
り
、
軍
務
的

な
権
益
や
利
害
か
ら
離
れ
て
党
幹
部
の
立
場
に
立
っ
た
判

断
が
出
来
る
の
か
な
ど
の
疑
問
が
生
じ
る
。

　

ま
た
、
国
防
近
代
化
の
優
先
度
な
ど
で
各
軍
種
を
代
表

す
る
委
員
は
国
益
の
前
に
軍
種
益
が
出
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
の
か
、「
党
が
鉄
砲
を
指
揮
す
る
」
大
原
則
が
あ
り
な

が
ら
実
態
は
「
軍
人
が
軍
を
指
揮
す
る
」
こ
と
に
な
ら
な

い
か
、
疑
念
が
残
る
。

新
世
代
の
党
ト
ッ
プ
就
任
後
の
問
題

　

巨
大
化
し
た
武
装
力
の
統
帥
権
を
握
る
人
材
と
し
て
、

毛
沢
東
や
鄧
小
平
な
ど
の
革
命
戦
争
を
戦
い
抜
い
た
歴
戦

の
経
歴
や
国
家
的
水
準
の
政
治
判
断
が
出
来
る
人
は
、
も

は
や
い
な
い
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
シ
ス
テ
ム
に
問
題
を

抱
え
た
中
央
軍
委
に
あ
っ
て
、
世
代
交
代
し
た
党
の
エ

リ
ー
ト
指
導
者
が
軍
権
を
完
全
に
掌
握
で
き
る
の
か
、
ま

た
軍
側
も
カ
リ
ス
マ
性
の
な
い
、
軍
歴
も
軍
功
も
な
い
指

導
者
を
虚
心
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
と
い
っ
た
問
題
も
あ

る
。

　

今
回
、
表
1
の
よ
う
に
次
期
ト
ッ
プ
指
導
者
に
概
定
し

た
習
近
平
は
父
親
が
副
総
理
と
い
う
太
子
党
で
あ
り
、
さ

ら
に
夫
人
が
総
政
治
部
系
統
の
軍
歌
舞
団
の
人
気
歌
姫
で

も
あ
る
な
ど
の
有
利
性
を
持
っ
て
お
り
、
加
え
て
若
い
こ

ろ
に
現
役
軍
人
で
あ
っ
た
軍
歴
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
実

に
巨
大
化
す
る
軍
権
益
を
抑
え
て
党
の
優
位
性
を
確
保
で

き
る
か
、
若
年
時
代
の
軍
歴
は
、
逆
に
、
上
将
で
あ
る
委

員
に
位
負
け
し
て
軍
側
に
迎
合
す
る
な
れ
合
い
の
党
軍
関

係
を
生
む
の
で
は
な
い
か
。
今
後
、
そ
の
力
量
が
注
目
さ

れ
る
。

お
わ
り
に

　

中
国
の
党
軍
関
係
は
共
産
党
独
裁
の
政
治
体
制
に
密
接

に
関
わ
っ
て
い
る
。
中
国
の
政
治
風
土
に
あ
っ
て
共
産
党

政
権
が
続
く
限
り
、
党
軍
関
係
の
重
要
性
は
増
し
て
い
こ

う
。
大
国
化
す
る
中
国
は
世
界
に
影
響
を
強
め
、
同
時
に

改
革
・
開
放
政
策
が
も
た
ら
す
国
内
の
貧
富
の
格
差
拡
大
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な
ど
、
国
内
外
に
摩
擦
が
増
え
る
中
で
、
党
・
軍
の
相
互

依
存
関
係
は
深
化
し
て
い
こ
う
。

　

確
か
に
制
度
的
に
「
党
が
鉄
砲
を
指
揮
す
る
」
シ
ス
テ

ム
は
組
織
的
に
は
定
着
し
、
ま
た
現
実
的
に
も
機
能
は
し

て
い
る
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
軍
統
帥
シ
ス
テ
ム
に

は
幾
つ
か
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
今
後
の
指
導
者
の
世

代
交
代
や
軍
側
が
抱
え
る
国
防
近
代
化
へ
の
対
応
な
ど
の

新
し
い
事
態
に
対
し
て
う
ま
く
機
能
す
る
の
か
の
疑
念
が

あ
る
。
状
況
に
よ
っ
て
は
制
度
や
組
織
上
の
欠
陥
が
露
呈

し
、
党
軍
関
係
に
緊
張
が
生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　

今
後
の
注
目
点
と
し
て
は
、
軍
の
統
帥
権
が
国
家
行
政

機
能
か
ら
独
立
し
た
ま
ま
で
よ
い
の
か
、
中
央
軍
委
が
党

と
国
家
の
二
つ
の
組
織
と
し
て
併
存
し
て
い
る
が
、
指
揮

権
の
一
本
化
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
か
、
中
央
軍
委
の
構

成
が
主
席
を
党
ト
ッ
プ
指
導
者
が
占
め
る
ほ
か
は
、
上
将

の
要
職
に
あ
る
軍
人
が
大
部
分
の
メ
ン
バ
ー
を
占
め
て
い

る
構
成
で
「
党
が
鉄
砲
を
指
揮
す
る
」
原
則
を
担
保
出
来

る
の
か
な
ど
の
動
向
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

そ
の
場
合
、
中
国
の
武
装
力
の
中
核
を
な
す
解
放
軍
が
、

軍
事
革
命
が
も
た
ら
す
新
し
い
戦
争
に
対
応
す
る
た
め
に

（
注
）（1）

茅
原
郁
生
編
『
中
国
軍
事
用
語
事
典
』（
蒼
蒼
社
、

２
０
０
６
年
）p.340

、
解
放
軍
が
共
産
党
政
権
の
礎
石

と
し
て
国
内
安
定
を
支
え
、
強
権
力
と
し
て
中
央
集
権

統
治
を
支
え
る
機
能
や
関
係
を
表
し
て
い
る
。

（2）

革
命
成
功
に
賭
け
た
党
軍
関
係
に
つ
い
て
は
、茅
原

郁
生
「
中
国
の
軍
事
改
革
の
分
水
嶺
」『
陸
戦
研
究
』（
陸

戦
学
会
、２
０
１
０
年
５
─
６
月
号
）
に
詳
述
し
て
い
る
。

（3）

茅
原
郁
生
、
同
上
事
典p.197

、
文
化
大
革
命
の
混

乱
期
に
解
放
軍
は
革
命
左
派
、
労
働
者
、
農
民
の
三
者

を
支
持
し
、
軍
事
訓
練
と
軍
事
管
制
を
行
い
、
混
乱
を

収
拾
し
た
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
党
軍
の

ま
ま
で
よ
い
の
か
な
ど
が
問
題
と
な
ろ
う
。

　

趨
勢
と
し
て
、
新
し
い
世
代
の
指
導
者
に
世
代
交
代
す

る
段
階
で
、
中
国
式
の
軍
に
対
す
る
党
優
位
の
シ
ビ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
出
来
る
の
か
は
ト
ッ
プ
指
導
者
の
交
代
す

る
２
０
１
２
年
に
向
け
模
索
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

解
放
軍
が
党
軍
か
ら
脱
皮
で
き
る
か
、
そ
の
度
合
い
に
か

か
っ
て
こ
よ
う
。
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茅原 郁生
かやはら いくお
拓殖大学名誉教授。
１９３８年生まれ。防衛大学校
卒業（第６期）。元陸将補。陸
上自衛隊師団幕僚長、防衛
研究所研究部長、ロンドン大
学客員研究員などを経て９９年
から拓殖大学国際開発学部
教授、国際協力学科長、大
学院安全保障専攻主任兼国
際学部教授などを歴任。０９年
４月に現職。著書に『中国軍
事論』『安全保障から見た中
国』、編著に『中国エネルギー
戦略』『中国の核・ミサイル・
宇宙戦力』『中国軍事用語事
典』『中国の軍事力−２０３０年
の予測』など。

（4）
「
鄧
小
平
の
新
し
い
時
期
に
お
け
る
軍
事
戦
略
思

想
」『
国
防
』
１
９
９
３
年
11
月
号
。

（5）

茅
原
郁
生　

同
上
事
典
、pp.340-341

。

（6）

国
家
中
央
軍
委
の
職
権
は
１
９
９
７
年
の
国
防
法

に
お
い
て
、①
全
国
の
武
装
力
の
統
一
指
導　

②
軍
事
戦

略
と
作
戦
方
針
の
決
定　

③
解
放
軍
建
設
の
指
導
お
よ

び
管
理　

④
全
人
代
ま
た
は
全
人
代
常
務
委
員
会
へ
の

議
案
提
出　

⑤
軍
事
法
規
の
制
定
、
命
令
の
公
布　

⑥

解
放
軍
の
体
制
・
編
制
の
決
定
、
総
部
・
軍
区
・
軍
種
・

兵
種
等
の
任
務
と
職
責
の
規
定　

⑦
武
装
力
構
成
員
の

任
免
・
育
成
・
試
験
・
賞
罰　

⑧
国
務
院
と
の
協
力
に

よ
る
国
防
科
学
技
術
生
産
の
指
導
･
管
理　

⑨
国
務
院

と
の
共
同
に
よ
る
国
防
経
費
と
国
防
資
産
の
管
理
─
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。

（7）

こ
れ
ら
党
に
よ
る
軍
の
人
事
改
革
に
つ
い
て
は
、高

橋
博
氏
の
専
門
誌
『
東
亞
』
で
そ
の
都
度
詳
細
に
分
析

が
示
さ
れ
て
い
る
。

（8）

茅
原
郁
生
、
同
上
事
典
、p.87,127,131,322

に
詳

述
さ
れ
て
い
る
。

（9）

党
書
記
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
の
委
員
は
、
当
該
支

部
党
員
か
ら
差
額
選
挙
（
候
補
者
数
が
定
員
数
を
上
回

る
選
挙
）
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
一
級
上
の
党
委
員
会
の

批
准
を
受
け
る
。
任
期
は
２
年
で
あ
り
、
党
委
員
会
は

上
級
党
組
織
の
指
導
の
下
に
あ
る
。
日
常
活
動
は
党
書

記
が
担
い
、
党
委
員
会
の
規
模
に
よ
っ
て
は
書
記
、
副
書

記
以
外
は
委
員
が
複
数
の
役
割
を
担
う
委
員
の
ほ
か
に
、

組
織
委
員
、
宣
伝
委
員
、
青
年
委
員
、
規
律
委
員
、
保

衛
委
員
、
大
衆
工
作
委
員
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

（10）

軍
事
科
学
院
軍
事
歴
史
研
究
部
編
『
中
国
解
放
軍

的
七
十
年
』（
軍
事
科
学
出
版
社
、
１
９
９
７
年
12
月
）

（11）

茅
原
郁
生「
胡
錦
濤
は
統
帥
権
を
掌
握
で
き
る
か
」

『
海
外
事
情
』（
拓
殖
大
学
、２
０
０
５
年
１
月
号
）pp.66-87

。




